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はじめに 

2014年度紀要「特別支援教育における指導の観点に基づく教員養成プログラムの作成に関する研究」

及び、2015年度紀要「特別支援教育における指導の観点に基づく教員養成プログラムの作成に関する研

究」において、「ふりかえりシート（教室版）」を活用して、特別支援教育で必要な配慮点について知

ることを目的に調査を行い、2014年度の大阪府立支援学校の初任者との比較を行うことで、教育が行わ

れている特別支援学校でより必要とされている基本的な配慮項目を特定した。 

今年度（2016年度）は、2015年度紀要「特別支援教育における指導の観点に基づく教員養成プログラ

ムの作成に関する研究」にひき続き、「特別支援教育における指導の観点に基づく教員養成プログラム

の作成に関する研究２」として、2014～2016年度3年間の調査結果を分析し、初任者において経験の多

い配慮事項について、その基本的な配慮事項の理解や実践を大学の授業の中で、どう取り入れることが

有効であるかについて調査研究を行った結果をまとめた。 

多様な特別支援教育の現場におけるニーズに合致した実践力を育成するために必要なプログラムを

作成し、授業に活用し、その成果を検証した。 

 

現状と課題 

今日の特別支援学校において、以下の点に対する早急の対応が求められる。 

１．特別支援教育を必要とする児童生徒の増加（特に知的障害を対象とする特別支援学校と知的障害を

対象とする特別支援学級） 
２．日常の学校生活における発達障害等特別な支援を必要とする子どもへの配慮の必要性の高まり 
３．通常の学級における障害種別に応じた合理的配慮配慮の必要性 
４．上記3点の必要性を補完するために教員は増員されたが、特別支援教育に関する専門性が十分に担

保されていない（[図１][図２]） 

５．特別支援教育の免許を取得させる大学の急増で、教員養成プログラムの整備が不十分 

 
上記の課題は、依然として未解決であり、支援を要する児童生徒とその学級や学校全体の互恵性を形
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成する上でも重大な問題である。 

 

    
       ＊平成28年度から大阪市にある大阪市立特別支援学校12校が府に移管されたため、大阪府立支援学校は、 

合計44校となり、初任者数は３７１人となった。 

 

    
＊[図２]は、3年間の研究比較のため、平成28年度のデータについては、以前（旧）の大阪府立支援 

学校32校の調査データを用いている。 

 

梅花女子大学心理こども学部心理学科においては、2013年度から、特別支援学校教諭免許状の取得を

目指すコースを設置した。この免許を取得することにより、卒業後、これまで得た知識や実践を有効に

活用する機会が得られるものと思われる。 

2016年度は、コース設置から４年目となる。 

学校における授業改善の取り組みは、日々の授業をどのように計画、実践し、どう評価したかを振り

返り、自己の授業を見直し、次の授業をよりよく実践していくことに繋がらなければならない。 

本研究は、大学段階での特別支援教育についての知識や経験を増やすための教員養成プログラムの作

成をめざすものである。 
川戸・太田・伊丹（2013）は、授業の流れに沿った障害種別ごとの児童生徒への配慮点に焦点を当て、

経験の少ない教員が授業における配慮点を理解し、指導に生かすことを目的として、大阪府立支援学校

（以下「府立支援学校」）の管理職や教員の協力を得ながら5年かけて作成した配慮事項を一覧表とし

て示し、自己チェックできる「授業改善にむけてのふりかえりシート」（以下「ふりかえりシート」）

を作成した。 

本研究の目的は、2013年度からの研究の成果を基に、「ふりかえりシート」を用いて、これから特別

支援教育に携わる教員を志す大学生のために、特別支援教育における基本的な学習プログラム作成を、
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授業に活用し、その成果を検証することにある。 

 

方法 

以下の３つの方法により取り組んだ。 

方法１：大学生と大阪府立支援学校初任者との「ふりかえりシート」調査（質問①・質問②）による３

年間の比較（今回は、知的障害の配慮事項について取り上げた） 

 

方法２：梅花女子大学における特別支援教育免許状取得を目的とする特別支援教育演習受講の学生への

複数回の「ふりかえりシート」調査による個人の変化の分析 

 

方法３：知的障害教育における指導法の講義の中で、「ふりかえりシート」を活用し、配慮事項の具体

的な指導方法とその理由について学生にグループワークさせた。 

 

研究調査結果 
方法１について：大学生と初任者の3年間の比較調査については[表１]の通りである。 
 

 
 

＊質問紙構成  ：「授業改善に向けてのふりかえりシート（教室版）」回答用紙は別紙とし、

巻末に掲載（[表６][表７][表８][表９]参照）。 

＊調査の実施方法：大学生については、講義中に「ふりかえりシート」を配布し、その場で回答

を求め、回収した。府立支援学校初任者については、学校に郵送して後日調

査票を郵送にて回収した。 

方法１－１）結果：大学生と初任者との比較「質問①知っている障害種別は？」（[図３]参照） 

   初任者と比較すると、大学生の方が知っている割合が高い。 

また、３年間の平均でみると、大学生が、知っている順番は、 

① 発達障害 ②知的障害 ③聴覚障害 ④視覚障害 ⑤肢体不自由 ⑥病弱の順になる。 

初任者が、知っている順番は、 

① 知的障害 ②発達障害 ③肢体不自由 ④聴覚障害 ⑤視覚障害 ⑥病弱となる。 

いずれも「知っている」が少ないのは病弱であり、大学生 65.8%、初任者 55.1%となっている。 

その理由は、初任者については、学校数や配置人数が影響していると考えられる。（大阪で、

児童生徒数が最も多い知的障害対象の学校が 23 校（知肢併置校 5 校を含む）あり、初任者も多

く配属されている。また、最も少ないのが病弱対象の支援学校 2校である。） 

大学生については、病気の子どもは外見では分かりにくい場合があり、病院に入院している状

況も知らない場合が多いためであると考えられる。    
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方法１－２）：障害種別ごとの配慮事項について、「０知らない」「１知っている」「２経験し

たことがある」の３項目について、今回は知的障害の項目について大学生と初任者

の３年間の比較をした。[図4,5,6,7,8,9,10] 
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上記の結果を、表にまとめてみると、[表２]の通りである。 

    
＊難易度については、 ☆ ：知識があれば、経験が無くてもすぐに取り組める項目 

☆☆ ：知識に加え、子どもに応じて対応や程度を変える必要のある項目 

☆☆☆ ：知識経験に基づく常同行動への対応（自立活動）や子どもに合わせた 

専門的指導を必要とする項目（マカトン法・行動療法・動作法等） 

＊難易度（☆・☆☆・☆☆☆）については、特別支援教育経験者である本研究者３名で協議し評価した。 
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方法１－２）の結果：大学生と初任者との比較「知的障害の項目について」 
    回答の「２経験有り」の項目で、初任者について3年間の平均が、60%以上の７項目について、

大学生との比較を試みた結果、大学生で最も多いのは、25.5%の知的障害23「即時に具体的にほ

めているか」であるが、実際に経験する機会は少ないという結果になった。（[表２]参照） 
    １～７の項目について初任者は、学校で、6割から7割の初任者が日々経験している項目である

ことが分かる。 
    また、前回（2015年度の調査のまとめ）で述べたように、 

知的障害６)「挨拶のパターンを決め、モデルを示しているか（終わりの挨拶も）」 

知的障害10)「具体物（教材教具）を提示して確認したか」 

知的障害11)「流れを視覚的に理解しやすい工夫をしているか」 

知的障害12)「ゆっくり明瞭に発音しているか」 

知的障害23)「即時に具体的にほめているか」 

知的障害25)「成果の確認をして、褒めているか」 

これらの項目は、支援学校では、特に教員に意識されている項目といえる。また難易度から見

るといずれも知識があれば経験が無くてもすぐに取り組める項目であった。  

今回、3年間の平均で見ると、知的障害７)「T.T.（ティームティーチング）で共有しているか」

が初任者では、第３位になっているが、特別支援学校に配属されて初めて経験する初任者も多く、

経験はしているが、対応方法が分からない場合もあり、学校訪問などで、質問が多くあった。 

場面や子どもの状態に合わせて、サブティーチャーとしての動きが変わるため、難易度は☆☆☆

になり、具体的には経験を積むことが必要な配慮事項である。 

   また、T.T. （ティームティーチング）を組む教員との人間関係やコミュニケーション力も求めら

れる内容となるが、梅花女子大学の心理学科の学生にとっては、心理学関係の講義等で習得した知

識や経験が活用できれば協力してT.T. （ティームティーチング）ができると思われる。 
梅花女子大学における特別支援教育演習受講（特別支援教育免許状取得を目的とする）の学生へ

の複数回の「ふりかえりシート」調査による個人の変化をグラフにして検討（Ａさん・Ｂさん）し

た。それぞれ3回生、4回生の２年間、計5回「ふりかえりシート」のチェックを行った。第5回目（9/21）

は、特別支援学校への教育実習を経験した後のチェックである。（[図11][図12][図13]参照） 

 

方法２について 

方法２－１） Ａさんの場合 

Ａさんは、肢体不自由対象の支援学校の中学部の重複クラス（医療的ケアの必要な子ども

もいる）に配属となった。 

[図11]を見ると、知的障害の配慮事項の項目で、これまで1回でも「５常にしている」に

なった項目は、９項目になった。そのうち、教育実習後に「５常にしている」になった項目

は５項目あった。 

知的障害６)「挨拶のパターンを決め、モデルを示しているか（終わりの挨拶も）」 

知的障害23)「即時に具体的にほめているか」 

知的障害25)「成果の確認をして、褒めているか」 

知的障害26)「次回の予告を具体的にしているか」 

知的障害30)「何をどこまでするかを明確に伝えているか」 

 

また、[図 13]の病弱の配慮事項の項目を見ると、「５常にしている」になった項目は５項

目（病弱６）以外）は、実習後の 9/21 のチェックで、「５常にしている」になっている。

肢体不自由対象の支援学校であるが、医療的ケアが必要な重複障害児には、病弱の配慮事項

も合わせて必要になることを経験できたと言える。 

病弱１)「学習許可や室温、湿度、教材等の消毒済みの確認をしているか」 

病弱２)「学習場所、スペースの消毒や安全確認ができているか」 

病弱３)「個々の子どもの教科書等での単元等の確認をしているか」 

病弱６)「欠席理由を確実に把握しているか」 

病弱 15)「体調の急変・医療器械のトラブルに対応できる用意があるか」 
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方法２－２） Ｂさんの場合 

Ｂさんは、知肢併置の支援学校に教育実習に行き、高等部の生活課程のクラスに配属とな

った。 

これまで、「０知らない」「1していない」がほとんどであったが、9/21（教育実習後）

のチェックでは、「４できるだけしている」になった項目が４項目（11）・16)・30)・31)）

あった。このうち、知的障害 11)と知的障害 30)は、方法１「３年間の大学生と初任者との

比較」で、上位に上がっていた項目である。 

知的障害 11)「流れを視覚的に理解しやすい工夫をしているか」 

知的障害 16)「どこを書き写すかを明示しているか」 

知的障害 30)「何をどこまでするかを明確に伝えているか」 

知的障害 31)「実物や具体物、シンプルな図など課題や終わり方にわかりやすい工夫があっ

たか」 
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方法２の結果 

    Ａさん、Ｂさんとも実際に教育実習でこの「ふりかえりシート」の内容を身を持って体験した

わけであるが、これまで何度も「ふりかえりシート」のチェックをしてきたことで、配慮事項に

ついてはある程度知識として頭に入っていたと思われる。そのため、Ａさんのように肢体不自由

児ではあるが、医療的ケアを必要としているため、病弱の配慮事項についても当てはまるものが

多くあり、その必要性をすぐ理解でき、実行に移せたと考えられる。支援学校見学やボランティ

アで関わった経験について、繰り返し「ふりかえりシート」のチェックをすることで確認し知識

として定着が図れたと考えられる。 
 

方法３の結果：知的障害教育における指導法の講義の中で、「ふりかえりシート」を活用し、配慮

事項の具体的な指導方法とその理由について学生にグループワークさせた。 

事前に各自で考えて用紙に記入してきたものを持ち寄って、学生にグループワークさせ、班ご

とに発表させた。また、その結果を一覧表にまとめて今後の指導の参考として配布した。（今回

は、大阪大谷大学「病弱者の教育」において行った「ふりかえりシート」グループワークの３年

間のまとめを載せている。（記入用紙は、[表３]、結果は、[表５]参照） 

    １人で考えてもなかなか指導方法が浮かばないが、グループワークすることによって、友 

だちの書いた方法をヒントに新たな方法をディスカッションしているグループもあり、多角 

的な視点から様々な病気や子どもの状態を想像し、それに合う指導方法を模索していた。 

指導方法を多く知っておくことは必要であり、グループディスカッションの時間を多くと 

ってほしいという要望も出て、活発なグループワークとなった。 

    ３年重ねることにより、先輩の考えた指導方法に追加する形で、まとめた一覧表は、これ 

から支援学校への教育実習やボランティア活動に役立つものとなり、自信を持って実習に取 

り組めると思われる。 
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[表３]「３知的障害の配慮事項の具体的方法とその理由」記入用紙 

キーワード 番号 評価の観点 ３知的障がい 　　　(参考)６発達障がい・自閉症

環境 1
授業をする環境が整っている
か

1)教材教具の準備とその位置、安全確
認ができているか
2)体格に合った机、いすの高さか
3)座席の配置は適切か

1)不必要な掲示はないか

2)前時の板書がきれいに消されているか

教材 2 必要な教材がそろっているか 4)安全で操作の易しい教材か 3)個別の学習方法に対応できる教材か

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3

ＴＴ（ティームティーチン
グ）の分担確認はできている
か

5)授業の流れとTTの役割分担の確認を
しているか

4)子どもへの接し方について役割分担し
ているか

あいさつ 4
授業開始の挨拶はできている
か

6)挨拶のパターンを決め、モデルを示
しているか（終わりの挨拶も）

5)時間の切り替えを意識させることがで
きたか（終わりの挨拶も）

出欠・体調確認 5
出欠確認・体調の自己管理を
指導しているか

7)TTで共有しているか

8)自己申告できる場面があるか

6)TTで共有しているか

7)自分から申告する方法を指導している
か

子どもの授業準備(構え)の確認 6
子どもの授業準備が出来てい
るかを確認しているか

9)指示に沿った授業準備ができている
か

8)自分に必要なタイマー、カード等の授
業準備ができているか

前回のふりかえり 7
前の授業のふりかえりをして
いるか

10)具体物（教材教具）を提示して確認
したか

9)前回の提示教材で、想起の工夫をして
いるか

本時の説明 8
本時の課題を確認し意欲を高
めているか

11)流れを視覚的に理解しやすい工夫を
しているか

10)本時の流れと到達目標をあらかじめ示
しているか

学習内容の説明 9

・説明の言葉は、聴き取りや
すい、適切な言葉を遣ってい
るか
・説明と、板書の時間を分け
て確保をしているか（掲示物
の説明）

12)ゆっくり明瞭に発音しているか
13)音に敏感な子どもへの配慮はあるか
14)マカトン法、ジェスチャー等を取り
入れているか
15)見る→読む→書くの活動を分けてい
るか

11)音に敏感な子どもに配慮はあるか
12)具体的表現で説明のポイントと全体量
を示しているか
13)禁止語や反応しやすい語を避けている
か
14)助詞を丁寧に説明しているか

板書・掲示物 10

・板書、掲示物の文字は、ど
の座席からでも読めるか
・板書、掲示物の配置は、話
の流れにそって整理されてい
るか

16)どこを書き写すかを明示しているか
17)ﾁｮ-ｸ･ﾏｼﾞｯｸ･ﾏｸﾞﾈｯﾄ等の扱いに注意
しているか
18)黒板の分割活用をしているか
19)読み仮名の付加や文字の大きさ等に
配慮しているか

15)ＩＣＴ等を活用してポイントを分かり
やすく示しているか
16)黒板を分割活用しているか
17)電子黒板の掲示や板書と同じプリント
を用意しているか

机間指導 11
子どもの状況に応じて適切に
机間指導をしているか

20)自発的な行動を促しているか
21)ロッキング等の常同行動への適切な
対応があるか

18)勘違い、聞き違いがないかを確認して
いるか
19)気持ちや姿勢の立て直しを促している
か

発問と評価 12

・子どもの状況に応じた適切
な発問がされているか
・子どもの答えを肯定的に評
価し、全体に返しているか

22)選択肢から選ぶ、カードの提示等、
答え方の指導をしているか

23)即時に具体的にほめているか

20)指名する順序等の予告をしているか

21)即時に良かった点を具体的にほめてい
るか

本時のふりかえり 13
まとめの内容は、課題や本時
の目標と一致しているか

24)課題とまとめは一致しているか

25)成果の確認をして、褒めているか

22)まとめと本時の振り返りを入れたか

5

次回予告とあいさつ 14

・次回の授業に言及している
か
・終わりの挨拶はできている
か

26)次回の予告を具体的にしているか 23)次回の予告を具体的にして、心の準備
をさせているか

注目 15 子どもに正対しているか
27)目があうのを待っているか
28)注意を向けさせる手立てがあるか

24)子どもとの距離を考えているか

25)注意を向けさせる手立てを考えている
か

学習内容・学習量 16

・学力差等に応じた学習内容
の工夫があるか
・個々の子どもの学習量は、
適切であったか

29)個別の課題準備ができているか
　
30)何をどこまでするかを明確に伝えて
いるか

26)達成感の持てるプリントの量や問題数
に配慮しているか
27)集中できる時間を配慮しているか

教材 17
事前の教材研究は、本時の目
標や課題に合っていたか

31)実物や具体物、シンプルな図など課
題や終わり方にわかりやすい工夫が
あったか

28)特性を考慮しているか

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18
ＴＴの役割分担は適切であっ
たか

32)個々の子どもへの対応の違いが明確
にされ、接し方について共通確認して
いるか

29)子どもへの接し方について共通確認で
きているか

教科特性に応じた対応
（教科名　　　　　　）

19

2
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業
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　[改訂版]　授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）３知的障害 参考６発達障害　　（　　　　　回生・学籍番号　　　　　　　　　　　名前　　　　　　　　　　　）
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  ここでは、表５の中から、初任者が上位に選んだ７項目と次点の１項目の合計８項目について、大

学生のグループワークの結果を表にまとめてみた。 

 

[表４] 
キ ー ワ ー

ド 
番

号 

評価の観点 ３知的障害 
(数字は配慮事項の番号)

具体的な方法 理由 

あいさつ ４ 授業開始の

挨拶はでき

ているか 

6)挨拶のパターンを

決め、モデルを示して

いるか（終わりの挨拶

も） 

6)姿勢を正すように声

をかける 

・時間帯によって挨拶

のパターンを決める 

6)授業の始めと終わ

りを意識させる 

・今はこの時間だか

らこの挨拶という規

則性を教える 

出欠・ 

体調確認 

５ 出欠確認・体

調の自己管

理を指導し

ているか 

7) TTで共有している

か 

7)授業前に情報共有し

ておく 

7)前に行うことで、

授業内で配慮でき

る・補助し合える 

前回のふ

りかえり 

７ 前の授業の

ふりかえり

をしている

か 

10)具体物（教材教具）

を提示して確認した

か 

10)ノートを見直す必

要性を指導する・前回

と同じもの（絵・カー

ド）を使って流れに沿

って進め思い出させる 

・日常生活に関連づけ

る 

 

10)復習を習慣づけ

る・前回の理解度を

確認し、本時とのギ

ャップを少なくする 

・生活と関連づけて

自分の生活と関わっ

ていることを理解す

る 

本時の説

明 

８ 本時の課題

を確認し、意

欲を高めて

いるか 

11)流れを視覚的に理

解しやすい工夫をし

ているか 

11)全体の流れを紙や

黒板に書いて最初に示

す・変更がある場合は

すぐに伝える 

11)スケジュールが

分かっていないと不

安な子どもがいる 

・変更によるパニッ

クを少なくする 

学習内容

の説明 

９ 説明の言葉

は，聴き取り

やすい、適切

な言葉を遣

っているか 

12)ゆっくり明瞭に発

音しているか 

12)口を大きく開けて

滑舌よく、できるだけ

ゆっくり話す 

12)聞き取りやすく

する・自分の考えを

子どもに分かりやす

く伝える 

 

発問と評

価 

12 子どもの答

えを肯定的

に評価し、全

体に返して

いるか 

23)即時に具体的にほ

めているか 

23)絵カード、シール等

を使ってほめる・ちょ

っとした事でもほめる 

23)ほめられている

ことが分かりやすい

ように・それが良い

ことだと分かり、さ

らに子どもの意欲を

高める 

本時のふ

りかえり 

13 まとめの内

容は、課題や

本時の目標

と一致して

いるか 

25)成果の確認をして

ほめているか 

25)プリントの丸付け

等を通して、できたこ

とを具体的にほめる 

25)達成感を得て、次

回のやる気を高める 

（参考）次点の項目 

学 習 内

容・学習

量 

16 個々の学習

量は、適切で

あったか 

30)何をどこまでする

かを明確に伝えてい

るか 

30)口頭の指示だけで

なく、実物や絵や図を

見せて説明する 

30)見てわかるよう

に・始まりと終わり

をはっきりさせる 
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[表５]「ふりかえりシート」を活用した３知的障害の配慮事項の具体的指導方法とその理由のグループ

ワークのまとめ 

キーワード 番号 評価の観点 ３知的障がい 　　　(参考)６発達障がい・自閉症

1)不必要な掲示はないか

2)前時の板書がきれいに消されているか

教材 2 必要な教材がそろっているか 4)安全で操作の易しい教材か 3)個別の学習方法に対応できる教材か

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3
ＴＴ（ティームティーチング）の
分担確認はできているか

5)授業の流れとTTの役割分担の確認をしている
か

4)子どもへの接し方について役割分担している
か

あいさつ 4 授業開始の挨拶はできているか
6)挨拶のパターンを決め、モデルを示している
か（終わりの挨拶も）

5)時間の切り替えを意識させることができたか
（終わりの挨拶も）

出欠・体調確認 5
出欠確認・体調の自己管理を指導
しているか

7)TTで共有しているか

8)自己申告できる場面があるか

6)TTで共有しているか

7)自分から申告する方法を指導しているか

子どもの授業準備(構え)の確認 6
子どもの授業準備が出来ているか
を確認しているか

9)指示に沿った授業準備ができているか
8)自分に必要なタイマー、カード等の授業準備
ができているか

前回のふりかえり 7
前の授業のふりかえりをしている
か

10)具体物（教材教具）を提示して確認したか 9)前回の提示教材で、想起の工夫をしているか

本時の説明 8
本時の課題を確認し意欲を高めて
いるか

11)流れを視覚的に理解しやすい工夫をしてい
るか

10)本時の流れと到達目標をあらかじめ示してい
るか

11)音に敏感な子どもに配慮はあるか
12)具体的表現で説明のポイントと全体量を示し
ているか
13)禁止語や反応しやすい語を避けているか
14)助詞を丁寧に説明しているか

15)ＩＣＴ等を活用してポイントを分かりやすく
示しているか
16)黒板を分割活用しているか
17)電子黒板の掲示や板書と同じプリントを用意
しているか

18)勘違い、聞き違いがないかを確認しているか
19)気持ちや姿勢の立て直しを促しているか

発問と評価 12

・子どもの状況に応じた適切な発
問がされているか
・子どもの答えを肯定的に評価
し、全体に返しているか

22)選択肢から選ぶ、カードの提示等、答え方
の指導をしているか

23)即時に具体的にほめているか

20)指名する順序等の予告をしているか

21)即時に良かった点を具体的にほめているか

本時のふりかえり 13
まとめの内容は、課題や本時の目
標と一致しているか

24)課題とまとめは一致しているか

25)成果の確認をして、褒めているか

22)まとめと本時の振り返りを入れたか

5

次回予告とあいさつ 14
・次回の授業に言及しているか
・終わりの挨拶はできているか

26)次回の予告を具体的にしているか 23)次回の予告を具体的にして、心の準備をさせ
ているか

24)子どもとの距離を考えているか

25)注意を向けさせる手立てを考えているか

26)達成感の持てるプリントの量や問題数に配慮
しているか
27)集中できる時間を配慮しているか

教材 17
事前の教材研究は、本時の目標や
課題に合っていたか

31)実物や具体物、シンプルな図など課題や終
わり方にわかりやすい工夫があったか

28)特性を考慮しているか

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 ＴＴの役割分担は適切であったか
32)個々の子どもへの対応の違いが明確にさ
れ、接し方について共通確認しているか

29)子どもへの接し方について共通確認できてい
るか

教科特性に応じた対応
（教科名　　　　　　）

19

学習内容・学習量

・学力差等に応じた学習内容の工
夫があるか
・個々の子どもの学習量は、適切
であったか

16

29)個別の課題準備ができているか
　
30)何をどこまでするかを明確に伝えているか

29)苦手に合わせて個別の課題を作成する
・学力を理解し、一人一人に合った課題を準備する
・普段から課題にかかる時間や学力を把握しておく

30)口頭の指示だけでなく、実物や絵や図を見せて説明する
・今日の課題をファイルに入れておき、その中身が終わったら終了
であることを伝える

注目
27)目があうのを待っているか
28)注意を向けさせる手立てがあるか

15

27)声をかける
・子どもと向かい合って立つ・目が合うまで待つ・距離を近くす
る・教師から目を合わせる
・無言の時間をつくる

28)音などを鳴らして注目させる・あらかじめ決めておいた合図を使
う
・興味を引くものを準備し、前もって注目してほしいときの行動を
伝える・電気をつけたり消したりして注意を引く・

27)自分で注目できるように
・目が合いやすい位置にいる・自然と見てくれる・同じ目線にする
・その時間で、「何かある」と感じさせ、目を向けさせる

28)音に注意してみることができる・先生が口で言ったり、手を叩いたりす
るよりも厳しく感じない
・注意がそれた時すぐに対応するため
・大きな音だと驚いてしまうかもしれない

子どもに正対しているか

机間指導 11
子どもの状況に応じて適切に机間
指導をしているか

20)自発的な行動を促しているか
21)ロッキング等の常動行動への適切な対応が
あるか

20)「分かった人は手を挙げて」や個々に聞いて積極性を促す
・興味や関心が持てる教材を使う
・今どうしたらいいか子どもに気付かせる声かけ
・「前から当てるよ」などとあらかじめ説明しておく

21)サブと協力する
・注意する時は、プラス表現でする
・具体的に何をすればいいかを伝えて、できたらほめる

2

授
業
開
始

3

4
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　[改訂版]　授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）３知的障害　　グループワークまとめ（H28.）
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具体的な方法

22)絵カードを選択できるような発問をする

23)絵カード、シール等を使ってほめる・ちょっとの事でもほめる

10)ノートを見返す必要性を指導する
・前回と同じもの（絵・カード）を使って流れに沿って進め思い出
させる
・日常生活に関連づける

11)全体の流れを紙や黒板に書いて最初に示す・変更がある場合はす
ぐに伝える

6)姿勢を正すように声をかける
・時間帯によって挨拶のパターンを決める

7)授業前に情報共有しておく

8)名前を呼ばれたら、自分なりの方法で返事するように声をかける
・健康状態を朝や給食中に質問する

9)準備が終わると、手を膝に置かせて静かに待たせる
・必要なもののサンプルを先生の机上にも準備しておく

4)障害や発達段階に応じた教材を準備

5)事前に分担しておく

24)個別の単元プリントを用意する

25)プリントの丸付け等を通して、できたことを具体的にほめる

26)次回のスケジュールを絵や表で示し、口頭で丁寧に説明する
・終わりの挨拶を行う

31)蛍光色のチョーク等を使って分かりやすく見やすい板書をする
・絵や写真を活用する

32)子どもの特性を理解すると正しい対応ができる
・子どものことをより理解し、何かあった時全員で対応できる

31)子どもが分かりやすく、かつ板書を写しやすくする
・聴覚だけでなく、視覚も刺激し、理解しやすくする

32)先生同士で役割分担して話し合う
・頻繁に情報を共有しておく

29)ペースが異なる個人の苦手の克服につながる
・その子どもに合った課題を提供する
・適切な量の課題を出す、能力に応じた課題をすることで達成感を
得る
30)見て分かるように
・始まりと終わりをはっきりさせる

理由

10)復習を習慣づける
・前回の理解度を確認し、本時とのギャップを少なくする
・生活と関連づけて自分の生活と関わっていることを理解する

11)スケジュールが分かっていないと不安な子どもがいる・変更によるパ
ニックを少なくする

26)繰り返し視覚的に伝えることで、何をするか児童に理解させる
・授業と休み時間の区別をさせる

24)何を学んだのか混乱しないようにし、単元ごとにまとめ、個人の学習状
況に合わせる

25)達成感を得て、次回のやる気を高める

22)視覚的に分かりやすくする・答えやすくする

23)ほめられていることが分かりやすいように・それが良いことだと分かり、
さらに子どもの意欲を高める

6)授業の始めと終わりを意識させる
・今はこの時間だからこの挨拶という規則性を教える

7)前に行うことで、授業内で配慮できる・補助し合える

8)自分なりの方法なら無理なくできる
・言いやすい環境をつくる

9)できている児童とそうでない児童がはっきりする
・周りから情報を得る（サンプル）ことで、安心して準備できる

4)障害や発達段階はみんな違うから

5)先生同士がバラバラの指導になると、子どもが混乱する

20)自発的に手を挙げさせる
・自発性を育む
・自分で何をすべきか確認させることによって今後行動ができるように
・考える時間を与える

21)何かあれば対処できる
・マイナス面の事を言うとやる気を無くしたり、怒ったりすることがある
・「‥‥ダメ！」は余計に子どものやる気を失わせる

1)子どもがけがをしてしまうかもしれないから・勉強が快適にでき
るように

2)辛い体制では集中できない

3)黒板の文字が見えにくいと集中できない

12)聞き取りやすくする・自分の考えを子どもに分かりやすく伝える

13)パニックにならないように・個人の空間を作る
・自己解決力を身につける

14)言葉が苦手な子どもに言葉以外の伝え方を教える
・視覚だけでも＋か－か分かるようにする

15)一度にたくさんすると分らなくなる
・１つ１つ確実に自分の力で進めさせる

16)文字が多いと頭の中で整理するのが難しい
・見分けがつきやすい

17)赤や青は黒板では見えにくい色・間違って食べたりしないように
・子どもの興味を引かないように

18)見て分かるように
・見やすく、重要なことだけにする

19)細かい字が多いと分かりにくい
・どこが重要か理解できる

学習内容の説明

・説明の言葉は、聴き取りやす
い、適切な言葉を遣っているか
・説明と、板書の時間を分けて確
保をしているか（掲示物の説明）

環境 授業をする環境が整っているか1

1)教材教具の準備とその位置、安全確認ができ
ているか
2)体格に合った机、いすの高さか
3)座席の配置は適切か

1)あらかじめけがに注意して害のないものを準備・不必要な掲示は
しない

2)子どもの体格に合わせる

3)黒板が見えるか確認

9

12)ゆっくり明瞭に発音しているか
13)音に敏感な子どもへの配慮はあるか
14)マカトン法、ジェスチャー等を取り入れて
いるか
15)見る→読む→書くの活動を分けているか

12)口を大きく開けて滑舌よくできるだけゆっくり話す

13)その子どもの苦手な音を把握しておく・耳栓を活用・パーテー
ションを利用
・自分で対処できる方法を教える

14)重要なことにジェスチャー等を使う
・表情を変えて分かりやすくオーバーに表現する

15)同時進行でしないで、1つずつ指導する
・時間に区切りをつけて１つ１つの行動に時間をとる

板書・掲示物

・板書、掲示物の文字は、どの座
席からでも読めるか
・板書、掲示物の配置は、話の流
れにそって整理されているか

10

16)どこを書き写すかを明示しているか
17)ﾁｮ-ｸ･ﾏｼﾞｯｸ･ﾏｸﾞﾈｯﾄ等の扱いに注意している
か
18)黒板の分割活用をしているか
19)読み仮名の付加や文字の大きさ等に配慮し
ているか

16)板書は文字数が多くなりすぎないように、大きな字でどこを写せ
ばいいか分かりやすくする
・重要なところは色を変えたり、囲ったりする

17)色を決めて必要最小限に用意する・あらかじめ本数を数えておく
・中が見えない入れ物に保管

18)板書をする部分と要点を別に書く
・線を引き、必要ないものは書かない

19)字を大きく丁寧に簡潔に書く
・タイトルを大きく、他は一定の大きさで書く
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考察 

方法１について 

初任者の「２経験有り」の上位にある項目は、2014 年度の調査結果は、 

1 位(73%)は知的障害６)「挨拶のパターンを決め、モデルを示しているか（終わりの挨拶も）」 

2 位(71%)は知的障害 10)「具体物（教材教具）を提示して確認したか」 

3 位(70%)は知的障害 25)「成果の確認をして、褒めているか」 

で、「1知っている」も合わせてみると、 

1 位：知的障害 6)（90%） 

2 位：知的障害 10)（92%） 

3 位：知的障害 25)（94%） 

と、いずれも 90%を超えている。 

3 年間の調査の平均を見ても、ほほ同様の結果が見られた。 

これらの項目は、支援学校では、特に教員に意識されている項目といえる。また難易度から見る

といずれも知識があれば経験が無くてもすぐに取り組める項目であった。 

      一方、大学生の場合は、2014 年度の調査結果では、 

1 位（％）：知的障害 23)「即時に具体的にほめているか」 
2 位（％）：知的障害 11)「流れを視覚的に理解しやすい工夫をしているか」 
3 位（％）：知的障害 25)「成果の確認をして、褒めているか」 

となっていて、1 位と 3 位がほめることであり、うまくできたときは即座にほめるが実践されてい

ることがわかる。 
また、2 位（％）の知的障害 11)「流れを視覚的に理解しやすい工夫をしているか」は、近年発

達障害についての知識を取り入れ、対応していることが多く、ボランティアでも発達障害の子ども

とかかわることが多いことが影響しているものと思われる。 
2014年度の調査結果、 初任者の「２経験有り」、及び「１知っている」の上位３項目について、

初任者と大学生では、７％～27.7％の差が出ている。 

大学生では、「1知っている」の方が上回っており、初任者は「２経験有り」が上回っていた。

実際、学校で児童生徒にかかわっているかの差がはっきり出ている。 

これは、３年間の比較においても同様の傾向が見られた。（[図４]～[図10]参照） 

 

方法２について 

個人別の５回のグラフ（Aさん・Bさん）の変化を見ても、教育実習後、「５常にしている」や

「４できるだけしている」になっている項目が増えていることからも、支援学校では必要かつ求め

られる配慮事項であることがわかる。 
   また、障害種別の配慮事項だけではなく、重複障害の子どもであれば、その子どもの状態に応じ

て、他の障害種別の配慮事項が必要かつ有効である場合もある。（Ａさんの場合、医療的ケアを必

要としている子どもがいたため、病弱の配慮事項が役に立った。） 
 

方法３について 
「ふりかえりシート」を使って、配慮事項の具体的な指導について、グループワークなどで深め

た結果を一覧表にして学生に配布している。学生たちは、経験のない指導方法を想像をめぐらせて

考え、その理由も合わせて表に記入していく。 

障害のある子どもは１人１人課題が異なり、それに伴って指導方法にも工夫がいる。自分で考え

た指導方法についてグループの友だちに説明することは、学生の発表力をつけることにもなり、ま

た、同じ項目についてお互いに違った方法や理由を出し合うことで、いろいろな方法を知ることが

できる。 

また、例えば知的障害７）「T.T.（ティームティーチング）で共有しているか」について、実際

の支援学校では、時間ごとにT.T.のメンバーが入れ替わるので、なかなか前もって情報を共有する

ことが難しい。しかし、ある支援学校では校内ランを活用して、その時間のサブティーチャーの役

割を記入した指導略案を共有し、授業が終わった後も、その時担当した子どもの様子を書き込む方

式を取って情報共有を図っている。どうすればできるだけ教員の負担を少なくして情報共有できる

かの工夫についてもより深く学んでいた。これは、今後、支援学校の教員となった時や。障害のあ

る子どもたちに対応する時に、多くの選択肢の中からより良い方法を選べることに繋がると考えら

れる。  
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まとめ 

以上の結果から、大学における特別支援教育の授業内容としては、初任者にとって、2経験有りが、

３年間上位にある７項目について、大学における特別支援学校教員養成カリキュラムの具体的方法を

検討し、取り組んだ結果、方法２で示したように、繰り返し「ふりかえりシート」のチェックをする

ことで、各障害種別の配慮事項を確認し、また記憶していることが、実際のボランティア活動や、教

育実習の場面で生かされていることが明らかとなった。 

指導する際に必要不可欠な内容や項目はどの授業においても、また校種を超えて共通する内容であ

ることから、それに絞って理解を深め、実践力を養うのが効果的であるといえる。まず知識があれば即

実践できる内容について授業内容に取り入れることが有効である。 

 また、これらの項目は、特別支援学校や学級に限らず、通常の学校でも必要な内容で、かつ有効な項

目である。具体的に、７項目についての取り組みを挙げると、次のような内容である。 

 

１知的障害６)「挨拶のパターンを決め、モデルを示しているか（終わりの挨拶も）」 

これは、多くの知的障害の特別支援学校が実践しており、小学部、中学部、高等部と学年が上がる

につれて、そのパターンは変化し、高等部では、職業自立も視野に入れ、「礼」の挨拶のあと「お願

いします」や「ありがとうございました」と言ってからお辞儀をする方法で行っている。この知識を

知っておくことで、特別支援学校に勤め教壇に立ったその日から児童生徒を指導できることになる。 

  そこで、大学の講義において、授業の最初と最後の挨拶の号令を、学生が順に行い、子どものどこ

に注目して号令をかければいいかを考えながら実践している。 

  これは、学校のみならず、就職試験や、社会人となった時の挨拶にも通じるものであり、日々の授

業のたびに練習することは有効である。 

 

２知的障害７）「T.T.（ティームティーチング）で共有しているか」 

  これは、初任者もこれまで自分が受けてきた授業の中で経験したことや意識したことが無い「T.T.

（ティームティーチング）」なので、感覚がつかめないまま授業に入っている場合が多い。（川戸が、）

支援学校を訪問して、初任者の授業を見た後や、研修会で質問が出るのは、T.T.のやり方についてが

多い。特に初任者は、サブに入る教員が先輩になるため、どのように子どもの指導等を依頼すればい

いか分からず、結局自分でしてしまい、サブティーチャーを生かし切れずに授業がうまく進められな

くて困っている。 

 

３知的障害10）「具体物（教材教具）を提示して確認したか」 

知的障害のある子どもは、言葉だけの説明では理解が難しいので、具体的に絵や写真、実物を見せ

ることで理解につなげられるが、これは、発達障害のある子どもも同じで、現在、地域の小・中学校

で、「授業のユニバーサルデザイン」として視覚化が勧められていることとも一致する。 

授業の中で、学生たちが発表する場面や、模擬授業の練習を行う際も、視覚支援を活用すること、

その時、背景に不必要なものがないよう注意を払うことも合わせて指導している。 

 

４知的障害11）「流れを視覚的に理解しやすい工夫をしているか」 

 その授業の流れを最初に説明しておくことで、子どもたちは見通しを持って授業に参加できる。 

 方法は、子どもの状況によって２通りあり、①１つずつの流れをカードに書いておき、１つずつ 

説明しながら黒板に貼り、その内容が終了したらその都度、カードを外していく方法、②１つずつの 

流れをカードに書いておき、１つずつ説明しながら黒板に貼り、全部のカードを貼ったまま、今して 

いる内容のカードの前に⇒やマークのマグネットをつけて示す方法である。 

 

５知的障害12）「ゆっくり明瞭に発音しているか」 

 障害のある子どもに限らず、子どもが理解できるスピードで明瞭に発音することは基本である。 

 これは、大学でも発表する場面などで、誰に向かって話をしているかを日頃から意識するように心

がけるだけでも練習になる。 

 

６知的障害23）「即時に具体的にほめているか」 

 しばらく経ってから前のことをほめてもらっても理解できないため、すぐその場でほめることが望

ましい。また具体的にどこが良かったのかを言ってからほめないと伝わらない。 
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７知的障害25）「成果の確認をして、褒めているか」 

指示通りいっしょうけんめい取り組んでいることをほめるが、何ができるようになったのかを子ど

もと一緒に確認してからそのことをほめて達成感を味わわせ、一緒に喜ぶことも大事である。 

 次に、方法３の「ふりかえりシート」を使って、配慮事項の具体的な指導について、グループワ

ークなどで深めた結果を一覧表にして学生に配布しているが、この表を活用することにより、特別支

援教育指導法演習AB、こどもサポート演習ABなどにおいてや、実際に支援学校や障害者施設等での演

習の時、またボランティアの経験に活かせるものとなっている。それが将来、特別支援学校での指導

に役立つものとなる。 

 

今後に向けて 

「ふりかえりシート」を用いることで、以下の教育的効果が実証された。 

① 現場でこれまで培われてきた特別支援教育に関する「ふりかえりシート」の配慮点等、特別支援教

育における有用な情報を分析し、これから特別支援教育をめざす学生の知識や経験の獲得に寄与で

きる 
② 「ふりかえりシート」の活用により、特別支援教育の経験がない、または少ない学生が障害のある

子どもたちに接し、授業をする上で何に気をつけ、どんな配慮が必要となるのかという基礎的知識

の理解と教育技術の促進を図ることができる 
③ 大学での特別支援教育の授業に「ふりかえりシート」の内容を取り入れることにより、基礎的な知

識や経験（教育実習等に取り組む姿勢や観点）を有する対人援助における有用な人材の育成に資す

ることができる 

 
今後のインクルーシブ教育システム構築に向けた合理的配慮の視点を高めるためにもさらなる活用

をうながしていきたい。 
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 [要旨] 

2014年度紀要「特別支援教育における指導の観点に基づく教員養成プログラムの作成に関する研究」

及び、2015年度紀要「特別支援教育における指導の観点に基づく教員養成プログラムの作成に関する研

究」において、「ふりかえりシート（教室版）」を活用して、特別支援教育で必要な配慮点について知

ることを目的に調査を行い、2014年度の大阪府立支援学校の初任者との比較を行うことで、教育が行わ

れている特別支援学校でより必要とされている基本的な配慮項目を特定した。 

今年度（2016年度）は、2014～2016年度3年間の調査結果を分析し、初任者において経験の多い配慮

事項について、その基本的な配慮事項の理解や実践を大学の授業の中で、どう取り入れることが有効で

あるかについて調査研究を行った結果をまとめた。 

多様な特別支援教育の現場におけるニーズに合致した実践力を育成するために必要なプログラムを

作成し、授業に活用し、その成果を検証した。 

 
 

[キーワード] 
・特別支援教育実践、授業における配慮点、教員養成 

 
 
[英文要旨][Abstract] 
In the 2014th and 2015th bulletin article, “The Study on the Development of the Program to Train 

Teachers for Special Needs Education from a Perspective of Instructional Methods”, we conducted 
the survey to examine the points to be considered in special needs education, utilizing “the 
evaluation sheet for the improvement of daily educational practice (classroom version)”. As a result, 
by comparing with the 2014th newly appointed teachers of the schools for special needs education 
in Osaka prefecture, we identified basic consideration point which is necessary in special needs 
education. 
 This study analyzed the data from 2014 to 2016 questionnaire survey, and found how to adopt 
effectively the knowledge and practice of the basic points of consideration to teacher training at 
university. 
 We developed the program necessary for training the practical skills matched with need in various 
fields of special needs education. Moreover, we utilized it in the lecture, and examined the 
effectiveness of it. 
 
 
 
[附録] 以下のページに、次の表を載せる（計５ページ） 
 
 [表６][改訂版]「授業改善にむけてのふりかえりシート」（2014.4.1梅花女子大学）   (2ﾍﾟｰｼﾞ) 

[表７]回答記入用紙（大学生調査用）                           (1ﾍﾟｰｼﾞ） 

[表８]回答記入用紙（初任者調査用）                                             (1ﾍﾟｰｼﾞ) 

[表９]回答記入用紙（大学生 特別支援教育演習・サポート演習受講者用 ５件法でチェック） 

                                                                               （1ﾍﾟｰｼﾞ）    
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[表６][改訂版]「授業改善にむけてのふりかえりシート」（2014.4.1梅花女子大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード 番号 評価の観点 １視覚障がい ２聴覚障がい ３知的障がい

環境 1 授業をする環境が整っているか
1)視覚補助具の準備はできているか

2)採光の調整、室温、座席の位置は適切か

1)集団補聴器の準備と座席配置（馬蹄形等）はで
きているか
2)PC、大型テレビ等や掲示教材の準備はできてい
るか
3)板書指導案を準備しているか

1)教材教具の準備とその位置、安全確認ができて
いるか
2)体格に合った机、いすの高さか
3)座席の配置は適切か

教材 2 必要な教材がそろっているか 3)触察教材も活用しているか
4)視覚教材も活用しているか

5)ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｯｷ等の音量が適切か確認しているか
4)安全で操作の易しい教材か

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3
ＴＴ（ティームティーチング）の
分担確認はできているか

4)学習活動場面に応じた役割分担を確認している
か

6)学習活動場面に応じた役割分担を確認している
か

5)授業の流れとTTの役割分担の確認をしているか

挨拶 4 授業開始の挨拶はできているか
5)あいさつをする顔や身体の向き、距離に対して
の声量が適切であるかの確認がされているか（終
わりの挨拶も）

7)発声、手話を用いて全員そろって挨拶させてい
るか（終わりの挨拶も）

6)挨拶のパターンを決め、モデルを示しているか
（終わりの挨拶も）

出欠・体調確認 5
出欠確認・体調の自己管理を指導
しているか

6)友だちの出欠をお互いに確認できているか
　
7)自己申告できる場面があるか

8)友だちの出欠をお互いに確認できているか
　
9)自己申告できる場面があるか

7)TTで共有しているか

8)自己申告できる場面があるか

子どもの授業準備(構え)の確認 6
子どもの授業準備が出来ているか
を確認しているか

8)指先が冷えていないか

9)各自必要な視覚補助具が準備できているか
10)補聴器スイッチや電池の確認等ができているか 9)指示に沿った授業準備ができているか

前回のふりかえり 7
前の授業のふりかえりをしている
か

10)教科書や前回の教材を用いて確認したか
11)前回の掲示教材やプリント、ノート等で確認し
たか

10)具体物（教材教具）を提示して確認したか

本時の説明 8
本時の課題を確認し意欲を高めて
いるか

11)単元全体の中での本時の課題を説明しているか
12)単元目標と本時の関連を確認しているか
13)何を学習するか声に出して確認させているか

11)流れを視覚的に理解しやすい工夫をしているか

学習内容の説明 9

・説明の言葉は、聴き取りやす
い、適切な言葉を遣っているか
・説明と、板書の時間を分けて確
保をしているか（掲示物の説明）

12)指示語を使わず、具体的に相手に向かって話し
ているか

13)「全体から部分へ」という説明方法の基本に留
意しているか

14)主語、目的語を明確に話しているか
15)教員は口形を意識して正面から話しているか
16)不適切な幼児ことばを使っていないか
17)集団補聴器を活用しているか
18)見る→読む→書くの活動を分けているか

12)ゆっくり明瞭に発音しているか
13)音に敏感な子どもへの配慮はあるか
14)マカトン法、ジェスチャー等を取り入れている
か
15)見る→読む→書くの活動を分けているか

板書・掲示物 10

・板書、掲示物の文字は、どの座
席からでも読めるか
・板書、掲示物の配置は、話の流
れにそって整理されているか

14)黒板では「白・黄」(「赤・青」×)のチョー
ク、ホワイトボードでは「黒・青」(「黄」×)の
使用に留意しているか
15)文字の大きさ、フォントに配慮しているか
16)記号やマークをつけて整理しているか

19)筆順は正しいか

20)絵ｶｰﾄﾞ、文字ｶｰﾄﾞ等を活用しているか

16)どこを書き写すかを明示しているか
17)ﾁｮ-ｸ･ﾏｼﾞｯｸ･ﾏｸﾞﾈｯﾄ等の扱いに注意しているか
18)黒板の分割活用をしているか
19)読み仮名の付加や文字の大きさ等に配慮してい
るか

机間指導 11
子どもの状況に応じて適切に机間
指導をしているか

17)正しくノートが書けているか
18)必要以上の負荷がかかっていないかの確認をし
ているか

21)注視時間が長すぎないか、内容を理解できてい
るかの確認をしているか

20)自発的な行動を促しているか
21)ロッキング等の常同行動への適切な対応がある
か

発問と評価 12

・子どもの状況に応じた適切な発
問がされているか
・子どもの答えを肯定的に評価
し、全体に返しているか

19)「次の人」「後ろの人」ではなく、名前を呼ん
で発問をしているか

20)具体的な数字等に置き換えて、全体に返してい
るか

22)発問内容を理解できているかの確認をしている
か

23)集団討論に全員が参加出来ているか

22)選択肢から選ぶ、カードの提示等、答え方の指
導をしているか

23)即時に具体的にほめているか

5

本時のふりかえり 13
まとめの内容は、課題や本時の目
標と一致しているか

21)まとめから本時の目標が理解できる具体物や体
験を取り入れているか

24)何の学習をしたかを声に出して確認しているか
24)課題とまとめは一致しているか

25)成果の確認をして、褒めているか

次回予告と挨拶 14
・次回の授業に言及しているか
・終わりの挨拶はできているか

22)日付や曜日、準備物の確認が具体的にされてい
るか

25)板書、ノートで確認しているか 26)次回の予告を具体的にしているか

注目 15 子どもに正対しているか 23)教員の気配を感じているかを確認しているか
26)子どもたちは全員教師を見ているか確認してい
るか

27)目があうのを待っているか
28)注意を向けさせる手立てがあるか

学習内容・学習量 16

・学力差等に応じた学習内容の工
夫があるか
・個々の子どもの学習量は、適切
であったか

24)時間配分は十分か

25)どの子どもも学習に参加できているか
27)個別の課題準備ができているか

29)個別の課題準備ができているか
　
30)何をどこまでするかを明確に伝えているか

教材 17
事前の教材研究は、本時の目標や
課題に合っていたか

26)触察教材（具体物､実物）の準備があるか
28)どの子どもも学習に参加できる教材の工夫があ
るか

31)実物や具体物、シンプルな図など課題や終わり
方にわかりやすい工夫があったか

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 ＴＴの役割分担は適切であったか 27)子どもへの接し方について共通確認しているか 29)子どもへの接し方について共通確認しているか
32)個々の子どもへの対応の違いが明確にされ、接
し方について共通確認しているか

教科特性に応じた対応
（教科名　　　　　　）

19

関心・意欲・態度 20
関心・意欲・態度を引き出す工夫
はあったか

28)学習活動を自分で最初から最後まで行うことが
できたか

30)相手に応じて伝わりやすいコミュニケーション
手段の選択及び活用ができたか

33)興味を示す具体的掲示(ICT・見本)があったか

思考・判断・表現 21
個人またはグループで考えたり、
発表したりできる活動を構成した
か

29)聴覚的な手がかりから相手の意図や感情をとら
え、一人で、またはグループで考えたり、発表し
たりする活動ができたか

31)1人で、またはグループで考える場の設定がで
きていたか

32)友だちの発表を注目して聞いていたか

34)考えを選んだり、友だちの発言を聞くことがで
きたか
35)何を考えるか具体的にわかったか
36)単語の発言を受けとめ、助詞等を補ってもらえ
たか

技能 22
必要な技能や資料等を活用する場
面を設定したか

30)手順やポイントが明確に理解できたか
33)理解したことを文などにまとめたり、話合いの
内容を確認するため書いて提示し読むなど、理解
したことを言葉にすることができたか

37)分担した作業に取り組み、責任をもって作業す
ることができたか

知識・理解 23
習得すべき知識や重要な概念等が
理解できる工夫があったか

31)模型や実物に触るなど能動的な学習活動ができ
たか

34)流れなどから物事を総合的に判断することがで
きたか

38)ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの技術や操作なども含め、実生活につ
ながる学習ができたか
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特別支援教育における指導の観点に基づく教員養成プログラムの作成に関する研究２



 

 

 

 
キーワード 番号 評価の観点 ４肢体不自由 ５病弱 ６発達障がい・自閉症

環境 1 授業をする環境が整っているか

1)室温、湿度が適切に保たれているか
2)教材教具や補助具の位置と、安全確認ができて
いるか
3)車イスが通れるスペースがあるか

1)学習許可や室温、湿度、教材等の消毒済みの確
認をしているか
2)学習場所、スペースの消毒や安全確認ができて
いるか

1)不必要な掲示はないか

2)前時の板書がきれいに消されているか

教材 2 必要な教材がそろっているか
4)扱いやすい、軽い教材か

5)教材等を固定する工夫があるか

3)個々の子どもの教科書等での単元等の確認をし
ているか

3)個別の学習方法に対応できる教材か

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3
ＴＴ（ティームティーチング）の
分担確認はできているか

6)授業の流れとTTの役割分担の確認をしているか
7)本時に担当する子どもの状況と課題の確認をし
ているか

4)本時に担当する子どもの状況と課題の確認をし
ているか

4)子どもへの接し方について役割分担しているか

挨拶 4 授業開始の挨拶はできているか
8)姿勢や気持ちを整えて挨拶することを意識させ
ているか（終わりの挨拶も）

5)自分の可能な姿勢で気持ちを整えて挨拶させて
いるか（終わりの挨拶も）

5)時間の切り替えを意識させることができたか
（終わりの挨拶も）

出欠・体調確認 5
出欠確認・体調の自己管理を指導
しているか

9)TTで共有しているか

10)一人づつ顔色や表情、覚醒状態や体調を確認し
ているか

6)欠席理由を確実に把握しているか
7)自己管理ができるよう、自己申告を受け、顔色
や副作用等の影響の確認をしているか

6)TTで共有しているか

7)自分から申告する方法を指導しているか

子どもの授業準備(構え)の確認 6
子どもの授業準備が出来ているか
を確認しているか

11)ﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ･呼吸器等、個々の準備ができてい
るか

8)自分で授業準備ができているか
8)自分に必要なタイマー、カード等の授業準備が
できているか

前回のふりかえり 7
前の授業のふりかえりをしている
か

12)具体物（教材教具）を提示して確認したか 9)個々の教科書やノートで確認したか 9)前回の提示教材で、想起の工夫をしているか

本時の説明 8
本時の課題を確認し意欲を高めて
いるか

13)休憩時間も含め、時間配分を表示し自分が取り
組む際のイメージができるよう工夫しているか

10)本時の流れとともに、学習量を伝えているか
10)本時の流れと到達目標をあらかじめ示している
か

学習内容の説明 9

・説明の言葉は、聴き取りやす
い、適切な言葉を遣っているか
・説明と、板書の時間を分けて確
保をしているか（掲示物の説明）

14)聞きやすい側から話しているか

15)簡潔な説明をしているか

16)不適切な幼児ことばを使っていないか

11)環境(病院)に応じた音量調整をしているか

12)気持ちに配慮した言葉遣いをしているか

11)音に敏感な子どもに配慮はあるか
12)具体的表現で説明のポイントと全体量を示して
いるか
13)禁止語や反応しやすい語を避けているか
14)助詞を丁寧に説明しているか

板書・掲示物 10

・板書、掲示物の文字は、どの座
席からでも読めるか
・板書、掲示物の配置は、話の流
れにそって整理されているか

17)ICT(大型テレビ等)の位置は適切か

18)板書と同じプリントや個別のＰＣ等の用意がで
きているか

13)子どものそばでﾐﾆﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞやICT（タブレット
型端末）等を使用しているか

14)板書と同じプリントの用意があるか

15)ＩＣＴ等を活用してポイントを分かりやすく示
しているか
16)黒板を分割活用しているか
17)電子黒板の掲示や板書と同じプリントを用意し
ているか

机間指導 11
子どもの状況に応じて適切に机間
指導をしているか

19)体調の急変・同じ体位が長くないか注意してい
るか

15)体調の急変・医療器械のトラブルに対応できる
用意があるか

18)勘違い、聞き違いがないかを確認しているか
19)気持ちや姿勢の立て直しを促しているか

発問と評価 12

・子どもの状況に応じた適切な発
問がされているか
・子どもの答えを肯定的に評価
し、全体に返しているか

20)ｲｴｽ･ﾉｰｶｰﾄﾞやｽｲｯﾁ、VOCA等支援機器による答え
方の工夫があるか

21)達成感が得られるタイミングで的確にほめてい
るか

16)子どもの習熟度や理解の程度に応じた発問内容
になっているか

17)「わかった」と「できた」を区別してほめてい
るか

20)指名する順序等の予告をしているか

21)即時に良かった点を具体的にほめているか

5

本時のふりかえり 13
まとめの内容は、課題や本時の目
標と一致しているか

22)まとめと本時のふりかえりは児童生徒の思いや
理解の内容を引き出しているか

18)「わかったこと」「できたこと」の確認と、ま
とめは本時の目標と一致しているか

22)まとめと本時の振り返りを入れたか

次回予告と挨拶 14
・次回の授業に言及しているか
・終わりの挨拶はできているか

23)次回の予告を具体的にしているか 19)次回の予告を具体的にしているか 23)次回の予告を具体的にして、心の準備をさせて
いるか

注目 15 子どもに正対しているか 24)必要に応じ子どもに近づいているか 20)必要に応じ子どもに近づいているか

24)子どもとの距離を考えているか

25)注意を向けさせる手立てを考えているか

学習内容・学習量 16

・学力差等に応じた学習内容の工
夫があるか
・個々の子どもの学習量は、適切
であったか

25)個別の課題準備ができているか 21)個別の課題準備ができているか
26)達成感の持てるプリントの量や問題数に配慮し
ているか
27)集中できる時間を配慮しているか

教材 17
事前の教材研究は、本時の目標や
課題に合っていたか

26)どの子どもも学習に参加できる教材の工夫があ
るか

22)Drから使用許可のある教材であるか
23)学習意欲を高める教材であるか

28)特性を考慮しているか

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 ＴＴの役割分担は適切であったか 27)児童生徒の個別担当は計画的に変えているか 24)安全確認、課題の個別指導分担ができているか
29)子どもへの接し方について共通確認できている
か

教科特性に応じた対応
（教科名　　　　　　）

19

関心・意欲・態度 20
関心・意欲・態度を引き出す工夫
はあったか

28)興味を示す具体的掲示(ICTや支援機器を活用)
があったか

25)ICT等を活用し、間接的な体験ができる工夫が
あったか

30)好きな物と関連付けるなど興味・関心が持てる
よう、ICT等が活用されていたか

思考・判断・表現 21
個人またはグループで考えたり、
発表したりできる活動を構成した
か

29)考えを選んだり、意思表示を表情や行動から読
み取ってもらえたか
30)発言や意思表示ができる時間の余裕があったか
31)可能な表現手段を使えたか

26)友だちや教師と考えたことを深め、表現する時
間設定があったか

31)何を考えるか明確に紙に書いて示されたか
32)事前に聞いたルールを守り、適切な行動や発言
ができたか
33)発言のパターンが作られていたか

技能 22
必要な技能や資料等を活用する場
面を設定したか

32)手順やポイントを可能な方法で学習することが
できたか

27)状態に応じた方法で学習することができたか
28)可能な範囲で、具体的に様々な教材を使い技能
を高めることができたか

34)微細な動きや不器用さに対応した工夫があるこ
とで技能が身についたか

知識・理解 23
習得すべき知識や重要な概念等が
理解できる工夫があったか

33)体験的な活動を通し、学習内容を理解すること
ができたか

29)操作可能な方法で実際に体験しながら、学習内
容がわかったか

35)実体験を通し適切に意味を理解することができ
たか。
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[表７]回答記入用紙（大学生調査用）                       

キーワード 番号
①１視覚障害

②配慮事項　0/1/2

①２聴覚障害

②配慮事項　0/1/2

①３知的障害

②配慮事項　0/1/2

①４肢体不自由

②配慮事項　0/1/2

①５病弱

②配慮事項　0/1/2

①６発達障害・自閉症

②配慮事項　0/1/2

環境 1

1)

2)

1)

2)

3)

1)

2)

3)

1)

2)

3)

1)

2)

1)

2)

教材 2 3)
4)

5)
4)

4)

5)
3) 3)

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3 4) 6)
5)

6)

7)
4) 4)

挨拶 4 5) 7) 6) 8) 5) 5)

出欠・体調確認 5
6)
 
7)

8)

9)

7)

8)

9)

10)

6)

7)
6)

7)

子どもの授業準備(構え)の確認 6
8)

9)
10) 9) 11) 8) 8)

前回のふりかえり 7 10) 11) 10) 12) 9) 9)

本時の説明 8 11)
12)

13)
11) 13) 10) 10)

学習内容の説明 9

12)

13)

14)

15)

16)

17)

18)

12)

13)

14)

15)

14)

15)

16)

11)

12)

11)

12)

13)

14)

板書・掲示物 10

14)

15)

16)

19)

20)

16)

17)

18)

19)

17)

18)

13)

14)

15)

16)

17)

机間指導 11
17)

18)
21)

20)

21)
19) 15)

18)

19)

発問と評価 12
19)

20)

22)

23)

22)

23)

20)

21)

16)

17)

20)

21)

本時のふりかえり 13 21) 24)

24)

25)
22) 18) 22)

5

次回予告と挨拶 14

22)
25) 26) 23)

19) 23)

注目 15 23) 26)
27)

28)
24) 20)

24)

25)

学習内容・学習量 16
24)

25)
27)

29)

30)
25) 21)

26)

27)

教材 17 26) 28) 31) 26)
22)

23)
28)

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 27) 29) 32) 27) 24) 29)

教科特性に応じた対応
（教科名）

19

関心・意欲・態度 20 28) 30) 33) 28) 25) 30)

思考・判断・表現 21 29)

31)

32)

34)

35)

36)

29)

30)

31)

26)

31)

32)

33)

技能 22 30) 33) 37) 32)
27)

28)
34)

知識・理解 23 31) 34) 38) 33) 29) 35)

  　[改訂版]授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）回答用紙　 調査日  2014.   .  　　　  №

質問①　知っている障害種別に○をつけてください： １ 視覚障害・ ２ 聴覚障害・ ３ 知的障害・ ４ 肢体不自由・ ５ 病弱・ ６ 発達障害、自閉症

質問②　下の表の配慮事項で、知らない項目には０・知っている項目には１・経験したことのある項目には２を記入してください

（　　　　　　　　　）大学（　　　　　　　　　 ）学部・（　　　回生）（　男　・ 女　）学籍番号（　　　　　　　　　　　　　）名前（
）

1

2

4

6

7

　
事
前
準
備

授
業
開
始

導
入

展
開

結
び

授
業
の
工
夫

子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
評
価

3
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[表８]回答記入用紙（初任者調査用）                                        

キーワード 番号
①１視覚障害

②配慮事項　0/1/2

①２聴覚障害

②配慮事項　0/1/2

①３知的障害

②配慮事項　0/1/2

①４肢体不自由

②配慮事項　0/1/2

①５病弱

②配慮事項　0/1/2

①６発達障害・自閉症

②配慮事項　0/1/2

環境 1

1)

2)

1)

2)

3)

1)

2)

3)

1)

2)

3)

1)

2)

1)

2)

教材 2 3)
4)

5)
4)

4)

5)
3) 3)

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3 4) 6)
5)

6)

7)
4) 4)

挨拶 4 5) 7) 6) 8) 5) 5)

出欠・体調確認 5
6)
 
7)

8)

9)

7)

8)

9)

10)

6)

7)
6)

7)

子どもの授業準備(構え)の確認 6
8)

9)
10) 9) 11) 8) 8)

前回のふりかえり 7 10) 11) 10) 12) 9) 9)

本時の説明 8 11)
12)

13)
11) 13) 10) 10)

学習内容の説明 9

12)

13)

14)

15)

16)

17)

18)

12)

13)

14)

15)

14)

15)

16)

11)

12)

11)

12)

13)

14)

板書・掲示物 10

14)

15)

16)

19)

20)

16)

17)

18)

19)

17)

18)

13)

14)

15)

16)

17)

机間指導 11
17)

18)
21)

20)

21)
19) 15)

18)

19)

発問と評価 12
19)

20)

22)

23)

22)

23)

20)

21)

16)

17)

20)

21)

本時のふりかえり 13 21) 24)

24)

25)
22) 18) 22)

5

次回予告と挨拶 14

22)
25) 26) 23)

19) 23)

注目 15 23) 26)
27)

28)
24) 20)

24)

25)

学習内容・学習量 16
24)

25)
27)

29)

30)
25) 21)

26)

27)

教材 17 26) 28) 31) 26)
22)

23)
28)

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 27) 29) 32) 27) 24) 29)

教科特性に応じた対応
（教科名）

19

関心・意欲・態度 20 28) 30) 33) 28) 25) 30)

思考・判断・表現 21 29)

31)

32)

34)

35)

36)

29)

30)

31)

26)

31)

32)

33)

技能 22 30) 33) 37) 32)
27)

28)
34)

知識・理解 23 31) 34) 38) 33) 29) 35)

4

6

7

　
事
前
準
備

授
業
開
始

導
入

展
開

結
び

授
業
の
工
夫

子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
評
価

3

☆[改訂版]授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）回答用紙           年　   月　   日 №        .

質問①　知っている障害種別に○をつけてください： １ 視覚障害・ ２ 聴覚障害・ ３ 知的障害・ ４ 肢体不自由・ ５ 病弱・ ６ 発達障害、自閉症

質問②　下の表の配慮事項で、知らない項目には０・知っている項目には１・経験したことのある項目には２を記入してください

（　　　　　    　　　）支援学校（ 幼・ 小・ 中・高 ）学部・（　　年所属）（　男　・ 女　）名前（
）
教職経験年数（　　　）年目・支援学校経験年数（　　　）年目　教科（　 　　　　　　）

1

2
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[表９]回答記入用紙（大学生 特別支援教育演習・サポート演習受講者用 ５段階チェック） 

キーワード 番号
①１視覚障害

②配慮事項　0/1/2

①２聴覚障害

②配慮事項　0/1/2

①３知的障害

②配慮事項　0/1/2

①４肢体不自由

②配慮事項　0/1/2

①５病弱

②配慮事項　0/1/2

①６発達障害・自閉症

②配慮事項　0/1/2

環境 1

1)

2)

1)

2)

3)

1)

2)

3)

1)

2)

3)

1)

2)

1)

2)

教材 2 3)
4)

5)
4)

4)

5)
3) 3)

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 3 4) 6)
5)

6)

7)
4) 4)

挨拶 4 5) 7) 6) 8) 5) 5)

出欠・体調確認 5
6)
 
7)

8)

9)

7)

8)

9)

10)

6)

7)
6)

7)

子どもの授業準備(構え)の確認 6
8)

9)
10) 9) 11) 8) 8)

前回のふりかえり 7 10) 11) 10) 12) 9) 9)

本時の説明 8 11)
12)

13)
11) 13) 10) 10)

学習内容の説明 9

12)

13)

14)

15)

16)

17)

18)

12)

13)

14)

15)

14)

15)

16)

11)

12)

11)

12)

13)

14)

板書・掲示物 10

14)

15)

16)

19)

20)

16)

17)

18)

19)

17)

18)

13)

14)

15)

16)

17)

机間指導 11
17)

18)
21)

20)

21)
19) 15)

18)

19)

発問と評価 12
19)

20)

22)

23)

22)

23)

20)

21)

16)

17)

20)

21)

本時のふりかえり 13 21) 24)

24)

25)
22) 18) 22)

5

次回予告と挨拶 14

22)
25) 26) 23)

19) 23)

注目 15 23) 26)
27)

28)
24) 20)

24)

25)

学習内容・学習量 16
24)

25)
27)

29)

30)
25) 21)

26)

27)

教材 17 26) 28) 31) 26)
22)

23)
28)

ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 27) 29) 32) 27) 24) 29)

教科特性に応じた対応
（教科名）

19

関心・意欲・態度 20 28) 30) 33) 28) 25) 30)

思考・判断・表現 21 29)

31)

32)

34)

35)

36)

29)

30)

31)

26)

31)

32)

33)

技能 22 30) 33) 37) 32)
27)

28)
34)

知識・理解 23 31) 34) 38) 33) 29) 35)

4

6

7

　
事
前
準
備

授
業
開
始

導
入

展
開

結
び

授
業
の
工
夫

子
ど
も
の
視
点
か
ら
の
評
価

3

  　[改訂版]授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）回答用紙　 調査日    .  　　　  №

質問①　知っている障害種別に○をつけてください： １ 視覚障害・ ２ 聴覚障害・ ３ 知的障害・ ４ 肢体不自由・ ５ 病弱・ ６ 発達障害、自閉症

質問②　下の表の配慮事項について、１していない・２気がつけばする・３時々する・４できるだけしている・５常にしているを記入してください

梅花女子大学（　　　　　　　　　 ）学部・（　　　回生）学籍番号（　　　　　　　　　　　　　　　）名前（　　　　　　　　　　　　　　　　）

1

2
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